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(57)【要約】
【課題】本発明は手動圧着工具に関する。
【解決手段】圧着工具（２）の遠位端と近位端の間に配
設された本体（６）と、圧着工具（２）にて遠位端側に
配設された工具ヘッド（４）と、圧着工具にて近位端側
に配設されるハンドル（８、１０）と、を備え、ハンド
ル（８、１０）は、互いに移動可能に配設され、少なく
とも一つのハンドルが本体に対して移動可能に配設され
、少なくとも一つのワークピース（１８）を圧着する二
つの圧着ダイ（１２，１４；１３，１５）がダイセット
（１６，１７）を形成し、ハンドルの相対移動が少なく
とも一つのダイセットを形成する圧着ダイの相対移動に
連動する手動圧着工具（２）において、圧着工具（２）
は少なくとも三つの圧着ダイ（１２，１３，１４，１５
）を備え、圧着ダイは少なくとも二つのダイセットを形
成し、少なくとも二つのダイセットにおける圧着ダイの
間の間隔（Ｂ，Ｃ）が互いに独立に調整可能である。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　手動圧着工具（２）であって、
　圧着工具（２）の遠位端（１）と近位端（３）の間に配設された本体（６）と、
　圧着工具（２）にて遠位端（１）側に配設された工具ヘッド（４）と、
　圧着工具（２）にて近位端（３）側に配設されるハンドル（８、１０）と、を備え、
　ハンドル（８、１０）は、互いに移動可能に配設され、少なくとも一つのハンドル（８
、１０）が本体（６）に対して移動可能に配設され、少なくとも一つのワークピース（１
８）を圧着する二つの圧着ダイ（１２，１４；１３，１５）がダイセット（１６，１７）
を形成し、工具ハンドル（８，１０）の相対移動が少なくとも一つのダイセット（１６，
１７）を形成する圧着ダイ（１２，１４；１３，１５）の相対移動に連動する手動圧着工
具（２）において、
　圧着工具（２）は少なくとも三つの圧着ダイ（１２，１３，１４，１５）を備え、圧着
ダイ（１２，１４；１３，１５）は少なくとも二つのダイセット（１６，１７）を形成し
、少なくとも二つのダイセット（１６，１７）における圧着ダイ（１２，１４；１３，１
５）の間の間隔（Ｂ，Ｃ）が互いに独立に調整可能であることを特徴とする手動圧着工具
（２）。
【請求項２】
　少なくとも一つの移動可能に配設されたハンドル（８、１０）が回転可能に配設される
ことを特徴とする請求項１に記載の手動圧着工具（２）。
【請求項３】
　少なくとも二つのダイセット（１６，１７）における圧着ダイ（１２，１４；１３，１
５）の間の間隔（Ｂ，Ｃ）が、ダイセット（１６，１７）における少なくとも一つの圧着
ダイ（１４，１５）が独立に調整可能であることによって、互いに独立に調整可能である
ことを特徴とする請求項１または２に記載の手動圧着工具（２）。
【請求項４】
　調整可能な圧着ダイ（１４，１５）が工具ヘッド（４）に配設された独立調整機構（２
０，２２）によって調整可能に配設され、調整機構（２０，２２）が工具ヘッド（４）に
配設された調整ねじ（２４，２６）を備え、調整ねじ（２４，２６）が調整可能な圧着ダ
イ（１４，１５）の位置を調整するために配設されていることを特徴とする請求項１～３
の何れか一項に記載の手動圧着工具（２）。
【請求項５】
　調整ねじ（２４，２６）が、調整ねじ（２４，２６）の軸方向（Ｄ，Ｅ）において固定
され、工具ヘッド（４）に対して回転可能に配設されていることを特徴とする請求項４に
記載の手動圧着工具（２）。
【請求項６】
　個々の調整ねじ（２４，２６）が、調整可能な圧着ダイ（１４，１５）に配設された調
整要素（７６，７８）の位置を調整することによって、調整可能な圧着ダイ（１４，１５
）の位置を調整するために配設されていることを特徴とする請求項４又は５に記載の手動
圧着工具（２）。
【請求項７】
　個々の調整ねじ（２４，２６）が調整要素（７６，７８）に設けられたねじ孔（８０，
８１）に配設され、個々の調整要素（７６，７８）が、調整要素（７６，７８）及び調整
可能な圧着ダイ（１４，１５）に配設された機械的にインターロックするガイド孔（８４
，８６；８５，８７）によってダイセット（１６，１７）における他の圧着ダイ（１２，
１３）から離れて対向するダイ面（８２，８３）において、調整可能な圧着ダイ（１４，
１５）に連結されていることを特徴とする請求項６に記載の手動圧着工具（２）。
【請求項８】
　調整ねじ（２４，２６）が、調整ねじ（２４，２６）の軸方向（Ｄ，Ｅ）に固定され、
かつ、圧着ダイ（１４，１５）に配設された調整要素に対して回転可能であり、個々のね
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じ要素（２４，２６）が工具ヘッド（４）に設けられたねじ孔に配設され、個々の調整ね
じ（２４，２６）が調整可能な圧着ダイ（１４，１５）に配設された圧着要素（７６，７
８）の位置を調整することによって、調整可能な圧着ダイ（１４，１５）の位置を調整す
るように配設され、調整要素（７６，７８）が、調整要素（７６，７８）及び調整可能な
圧着ダイ（１４，１５）に配設された機械的にインターロックするガイド孔（８４，８６
；８５，８７）によってダイセット（１６，１７）における他の圧着ダイ（１２，１３）
から離れて対向するダイ面（８２，８３）において、圧着ダイ（１４，１５）に連結され
ていることを特徴とする請求項４に記載の手動圧着工具（２）。
【請求項９】
　個々の調整可能な圧着ダイ（１４，１５）が圧着工具（２）の軸方向（Ａ）において、
工具ヘッド（４）にスライド可能にガイドされ、調整要素（７６，７８）が調整ねじ（２
４，２６）の軸方向（Ｄ，Ｅ）で工具ヘッド（４）にスライド可能にガイドされることを
特徴とする請求項６～８の何れか一項に記載の手動圧着工具（２）。
【請求項１０】
　調整ねじ（２４，２６）がガイド孔（８４，８６；８５，８７）の延長方向（Ｆ，Ｇ）
に対して所定の角度（α，β）で延び、調整ねじ（２４，２６）の回転移動（Ｈ，Ｉ）が
調整要素（７６，７８）の平行移動（Ｌ，Ｍ）を介して調整可能な圧着ダイ（１４，１５
）の平行移動（Ｊ，Ｋ）に変換されることを特徴とする請求項８又は９に記載の手動圧着
工具（２）。
【請求項１１】
　工具ハンドル（８，１０）の相対移動が、機構（５８）を介して、ダイセット（１６，
１７）を形成する圧着ダイ（１２，１４；１３，１５）の相対移動に連動していることを
特徴とする請求項１～１０の何れか一項に記載の手動圧着工具（２）。
【請求項１２】
　工具ハンドル（８，１０）の相対移動は、ダイセット（１６，１７）を形成する圧着ダ
イ（１２，１３；１４，１５）が本体（６）及び工具ヘッド（４）にそれぞれ配置される
ことによって、圧着ダイ（１２，１４；１３，１５）の相対移動に連動し、工具ハンドル
（８，１０）の相対移動が工具ヘッド（４）と本体（６）との間の相対移動に連動してい
ることを特徴とする請求項１～１１の何れか一項に記載の手動圧着工具（２）。
【請求項１３】
　本体（６）に対して配設された移動可能な少なくとも一つのハンドル（８，１０）が、
本体（６）に回転可能に取り付けられていることを特徴とする請求項１～１２の何れか一
項に記載の手動圧着工具（２）。
【請求項１４】
　本体（６）に対して配設された移動可能なハンドル（８，１０）が本体（６）に対して
回転可能に取り付けられていることを特徴とする請求項１～１２の何れか一項に記載の手
動圧着工具（２）。
【請求項１５】
　工具ヘッド（４）はヘッド案内部（２５）を備え、
　ヘッド案内部（２５）は、少なくとも一つの回転可能なハンドル（８，１０）が、本体
（６）に回転可能に取り付けられると共にヘッド案内部（２５）及びハンドル（８，１０
）に取付けられた機構（５８）によってヘッド案内部（２５）に連結されることによって
、本体（６）に沿って延びるように配設され、
　また、ヘッド案内部（２５）は、工具（２）に沿って軸方向（Ａ）に延びるスロット（
３２，３４）内でスライドするピン（２８，３０）を使用して本体（６）にスライド可能
に取り付けられ、
　機構（５８）は、工具ハンドル（８，１９）が互いの方に動くように、本体（６）の方
へ工具ヘッド（４）の遠位端（６４）を動かすように配設されていることを特徴とする請
求項１３又は１４に記載の手動圧着工具（２）。
【請求項１６】
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　機構（５８）はトグル機構であり、回転ハンドル（８，１０）がトグル（４０，４２）
によってヘッド案内部（２５）に連結されており、トグル（４０，４２）は、回転ポイン
ト（４４，４６；４８，５０）においてヘッド案内部（２５）及びハンドルに回転可能に
取り付けられていることを特徴とする請求項１５に記載の手動圧着工具（２）。
【請求項１７】
　少なくとも一つの伸縮ばね（６０，６２）は、互いの方に工具ハンドル（８，１０）を
押す力が開放されるとき、工具ハンドル（８，１０）を離れる方向に動かすように配設さ
れ、工具本体（４）の遠位端（６４）を本体（６）から遠ざかるように動かすことを特徴
とする請求項１～１６の何れか一項に記載の手動圧着工具（２）。
【請求項１８】
　本体（６）が二つの本体部分（６６，６８）を備え、工具ヘッド（４）のヘッド案内部
（２５）は二つの本体部分（６６，６８）の間でスライドするように配設されていること
を特徴とする請求項１～１７の何れか一項に記載の手動圧着工具（２）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、手動圧着工具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　圧着時、コネクタ、すなわち、端末、接合部、接点、または同様の素子は、変形するこ
とで少なくとも一本のケーブル（例えば、ワイヤのような導体）に機械的に固定されるの
で、信頼できる、機械的かつ電気的な接続をするしっかりとしたジョイントを形成する。
圧着ジョイントを形成する圧着操作は、圧着金型を使って行われる。圧着工具は、例えば
、手動であってもよい。
【０００３】
　手動携帯型圧着工具において、圧着工具は、通常、互いに関連して可動な近接する二つ
のハンドルを圧着工具内に備え、利用者が手の力でそのハンドルを互いの向きに動かす場
合、通常、片手だけを使って両方のハンドルを包み込むように一緒に握り、圧着工具にお
いて通常は離れている圧着ダイが締め付けられることで、それらの間で少なくとも一つの
ワークピースを圧着する。
【０００４】
　圧着されるワークピースが、異なる寸法（断面における）を有する二つの位置で圧着さ
れるとき、例えば、オープンバレルコネクタを導体に対して圧着するとき、コネクタは、
一つの位置でのみ導体を閉鎖し、他の位置で導体とこの導体を覆う絶縁体の両方を閉鎖す
る。一対の標準圧着ダイのみを有する圧着工具を使用するとき、二つの圧着動作は実施さ
れなければならない。
【０００５】
　一つの圧着動作のみで上記のワークピースを圧着するために、partnr 4300-1622を有す
るプレスマスタ（登録商標）圧着工具ＫＰＢ０５６０は、二つの異なる寸法（断面におけ
る）に適用される二つの圧着ダイを備えるダイセットを備える。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の主要な目的は、改良された手動圧着工具を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的は、請求項１の特徴部分に記載されるように、工具ハンドルの相対移動が、少
なくとも一つのワークピースを圧着する少なくとも二つのダイセットを形成する複数の圧
着ダイのそれぞれの相対移動に連動し、少なくとも二つのダイセットにおいて個々の圧着
ダイ間の間隔が、互いに対して独立に調整可能である手動圧着工具として実現される。し
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たがって、圧着工具は、少なくとも二つの寸法の異なる組み合わせを有する少なくとも二
つの寸法を備えるワークピースに適用可能である。
【０００８】
　一実施例によると、少なくとも二つのダイセットにおいて複数のダイ間の間隔が、ダイ
セットにおいて少なくとも一つの圧着ダイが調整可能に独立に配置されることによって、
互いに対して独立に調整可能に配置されている。
【０００９】
　一実施例によると、工具ヘッドに配置された独立調整機構によって、個々の調整可能な
圧着ダイは調整可能に配置され、個々の調整機構は、調整可能な圧着ダイの位置を調整す
るために配置された調整ねじを工具ヘッドに備える。
【００１０】
　一実施例によると、個々の調整ねじは、調整ねじの軸方向でみる限り、軸方向に固定さ
れ、かつ、工具ヘッドに対して回転可能である。
【００１１】
　一実施例によると、調整ねじは、調整要素と圧着ダイに配置された機械的にインターロ
ックするガイド孔によってダイにおける他の圧着ダイから離れて対向するダイ面において
、圧着ダイに連結されている調整要素内に配置されたねじ孔に配置されている。
【００１２】
　一実施例によると、調整ねじは、ガイド孔の延長方向に対して一定の角度で延びており
、調整ねじの回転移動は、調整要素の平行移動を介して調整可能な圧着ダイの平行移動に
変換される。
【００１３】
　一実施例によると、ダイセットを形成する圧着ダイは、本体及び工具ヘッドにそれぞれ
配置され、工具ヘッドは本体に対して移動可能に配置されている。
【００１４】
　一実施例によると、工具ヘッドガイド部品、したがって、工具ヘッドは、工具に沿って
軸方向に延びるスロット内でスライドするように配置されたピンを使用して、本体に対し
てスライド自在に装着される。
【００１５】
　一実施例によると、少なくとも一つの回転可能なハンドルは本体に対して回転可能に装
着されている。
【００１６】
　一実施例によると、本体は二つの本体部品を備え、その間で工具ヘッドガイド部品が配
置されている。
【００１７】
　これらと他の利点は、以下の詳細な説明から明らかとなる。
【００１８】
　本発明は、本発明に関する工具の好適な実施例を示す添付図面に関して、以下により詳
細に記載される。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の第１の実施形態に関する手動圧着工具であって、非圧着位置を示す手動
圧着工具の概略的な側面図である。
【図２】本発明の第１の実施形態に関する手動圧着工具であって、圧着位置を示す手動圧
着工具の概略的な側面図である。
【図３】本発明の第１の実施形態に関する手動圧着工具であって、圧着位置を示す手動圧
着工具の概略的な展開図である。
【図４】本発明の第１の実施形態に関する圧着ダイ調整機構の一つの概略的な側面図であ
る。
【図５】本発明の第１の実施形態に関する手動圧着工具の圧着ダイであって、非圧着位置
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と圧着位置との間の位置を示す圧着ダイの概略的な断面を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　同じ参照番号が、異なる図面の同様な機構に対し使われる。
【００２１】
　図１は、本発明の第１の実施形態に関する手動圧着工具２であって、非圧着位置を示す
手動圧着工具の概略的な側面図である。圧着工具２は、工具ヘッド４と、本体６と、互い
に対して移動可能に配置された二つのハンドル８，１０とを備える。本体６は、圧着工具
の遠位端１と近位端３との間に配置されている。工具ヘッド４は、圧着工具２の遠位端１
に配置され、二つのハンドル８，１０は圧着工具２の近位端３に配置されている。少なく
とも一つのワークピースが、圧着ダイ１２，１４；１３，１５が互いの方に移動し、個々
のダイセット１６；１７を形成するとき、二つの圧着ダイ１２，１４；１３，１５の間で
圧着される。本実施形態において、二つのハンドル８，１０は、ダイセット１６；１７を
形成する圧着ダイ１２，１４；１３，１５の相対移動に連動し、少なくとも一つのワーク
ピース１８が圧着されるように配置される。
【００２２】
　いくつかのダイセット１６；１７は、同じ圧着ダイを使用することができ、例えば、圧
着ダイ１２，１３の一つが、二つのダイセット１６；１７の一つのセットを形成するため
に十分に幅広く配置されることができる。圧着工具２は、したがって、少なくとも二つの
ダイセット１６；１７を形成する少なくとも三つの圧着ダイ１２，１３，１４，１５を備
え、少なくとも二つのダイセット１６；１７における圧着ダイ１２，１３，１４，１５間
の間隔（寸法）Ｂ，Ｃは互いに対して独立に調整可能に配置されている。
【００２３】
　本実施形態によれば、少なくとも二つのダイセット１６；１７における圧着ダイ１２，
１３，１４，１５間の距離Ｂ，Ｃは、以下で詳細に説明されるように、個々のダイセット
１６；１７における少なくとも一つの圧着ダイ１４，１５が独立に調整可能に配置される
ことによって、互いに対して独立に調整可能に配置されている。独立に調整可能な圧着ダ
イ１４，１５は、工具ヘッド４に配置された独立調整機構２０，２２によって、それぞれ
が調整可能に配置されている。個々の調整機構２０，２２は、工具ヘッド４上において、
軸方向に固定されているが、回転可能な調整ねじ２４，２６を備え、以下でより詳細に説
明するように、調整可能な圧着ダイ１４，１５の位置を調整する。
【００２４】
　上述したように、工具ハンドル８，１０の相対的な移動は、圧着ダイ１２，１４；１３
，１５の相対的な移動に連動する。本実施形態によれば、工具ヘッド４は、本体６に沿っ
て延びるように配置されると共に、工具２に沿って軸方向Ａに延びるスロット３２，３４
内でスライドするように配置されたピン２８，３０を使用して本体６にスライド可能に装
着されたヘッド案内部２５を備える。少なくとも二つのピン２８，３０は、本体６に対し
てヘッド案内部２５の移動を制御するために使用されることが好ましい。スロット３２，
３４は本体６又はヘッド案内部２５に配置され、ピンはヘッド案内部２５又は本体６に配
置される。ハンドル８，１０は、回転ポイント３６，３８で本体６に回転可能に装着され
ている。ハンドル８，１０は、更に、トグル４０，４２によってヘッド案内部２５に連結
されている。トグル４０，４２は、回転ポイント４４，４６，４８，５０において、好ま
しくはピン５２，５４，５６を使用して、ヘッド案内部２５及びハンドル８，１０に回転
可能に装着されている。本体６に配置されたハンドル８，１０の回転可能な相対移動は、
ヘッド案内部２５の移動に連動し、したがって、ここではトグル機構としての機構５８に
よって、工具ヘッド４の移動に連動する。ヘッド案内部２５は、本体６に沿ってスライド
可能に軸方向Ａに配置されている。工具ハンドル８，１０の相対移動は、工具ヘッド４と
本体６との間の相対移動に連動している。圧着ダイ１２，１３，１４，１５は、更に、本
体６及び工具ヘッド４に交換可能に配置されるように、ねじなどの締結要素によって取り
外し可能であることが好ましい。



(7) JP 2012-243765 A 2012.12.10

10

20

30

40

50

【００２５】
　図示されるように、少なくとも一つの伸縮ばね６０，６２、本実施形態における二つの
伸縮ばね６０，６２は、互いの方に向かって工具ハンドル８，１０を押す力が開放される
とき、工具ハンドル８，１０が離れる方向に移動するように配置される。したがって、工
具ヘッド４の遠位端６４は本体６から離れる。
【００２６】
　発明を容易に理解するために、例えば、本体６又は工具ヘッド４によって隠されている
圧着ダイ１２，１３，１４，１５の部分は、図において点線で示されている。
【００２７】
　図２は、本発明の第１の実施形態に関する手動圧着工具であって、圧着位置を示す手動
圧着工具の概略的な側面図である。
【００２８】
　図１を図２を比較するとき、図２から分かるように、ハンドル８，１０の相対移動がヘ
ッド案内部分２５の移動を介して工具ヘッド４の移動に連動するとき、工具ヘッド４の遠
位端１に配置される圧着ダイ１４，１５は、圧着工具２上で近位端３に配置された工具ハ
ンドル８，１０の位置に応じて、非圧着位置（図１に示す）と圧着位置（図２に示す）と
の間を移動する。これは、図１において検討しているように、本体６に沿って軸方向にス
ライド可能にヘッド案内部２５を配置することと、本体６に対して回転可能にハンドル８
，１０を配置することと、ヘッド案内部２５及びハンドル８，１０に対して回転可能に配
置されたトグル４０，４２を介してハンドル８，１０をヘッド案内部２５に連結すること
によって、行われる。
【００２９】
　ハンドル８，１０が一緒に押されるとき、ハンドル８，１０は本体６にある回転ポイン
ト３６，３８の周りを回転する。これによって、トグル４０，４２はハンドル８，１０に
ある遠位の回転ポイント４６，５０の周りを回転し、それによって、近位の回転ポイント
４４，４８を動かし、それらは圧着工具２に沿って近位のヘッド案内部２５に回転可能に
装着される。したがって、本体６の方に向かって圧着工具２に沿って近位の工具ヘッド４
の遠位端６４を動かす。これは、工具ヘッド４に配置された遠位の圧着ダイ１４，１５が
、トグル機構によって、本体に配置された近位の圧着ダイ１２，１３の方に動かされる。
したがって、圧着ダイ１２，１４；１３，１５は、圧着ダイ１２，１４；１３，１５の間
で少なくとも一つのワークピース１８を圧着するために、互いの方に向かうように配置さ
れている。
【００３０】
　ヘッド案内部２５が本体６に沿って近位側に動くとき、ヘッド案内部２５と本体６の間
に配置された可能な伸縮ばね６０，６２、例えば、ヘッド案内部２５に配置されたピン３
０と本体６に配置されたピン３６，３８との間に配置された伸縮ばね６０，６２が、工具
ハンドル８，１０を離すように動かすための伸縮ばね力を増加するように付勢されている
。したがって、互いの方に向かう工具ハンドル８，１０を押す力が開放されるとき、張力
を有している伸縮ばね６０，６２からの伸縮ばね力が工具ハンドル８，１０を離すように
動かし、したがって、本体６から離れる反対方向へ工具ヘッド４の遠位端６４を動かす。
したがって、工具ハンドル８，１０を離すとき、工具ヘッド４は反対方向、すなわち、図
２に示す位置から図１に示す位置の方に動く。伸縮ばねが使用されない場合は、ハンドル
８，１０のこの部分は、任意に、手動で、使用者によって実施される。
【００３１】
　図３は、本発明の第１の実施形態による手動圧着工具であって、圧着位置を示す手動圧
着工具の概略的な展開図である。
【００３２】
　図で示されるように、本体６は二つの本体部６６，６８を備え、二つの本体部６６，６
８の間で工具ヘッド４のヘッド案内部２５がスライドするように配置されている。
【００３３】



(8) JP 2012-243765 A 2012.12.10

10

20

30

40

50

　図３に示すように、ハンドル８，１０及び／又はヘッド案内部２５は、複数の、好まし
くはプレート状のサブ部品を備える。例えば、ハンドル８，１０は二つのサブ部品８’，
８”、１０’，１０”を備えることができ、ヘッド案内部２５は少なくとも二つのサブ部
品２５’，２５”を備えることができ、少なくとも二つのサブ部品２５’，２５”の間に
トグル４０，４２が配置される。
【００３４】
　工具ヘッド４は、ヘッド案内部２５に加えて、サブ部品７０，７２を備える。サブ部品
７０，７２はＵ形状のサブ部品として示されている。
【００３５】
　ヘッド案内部２５は、本体６の二つの本体部品６６，６８にスライド可能に取り付けら
れることが好ましく、例えば、ピン２８，３０を使用することによって、ヘッド案内部２
５に取付けられ、本体部品６６，６８のそれぞれに配置されたスロット３２，３４にスラ
イドするように配置されている。
【００３６】
　上述したように、少なくとも二つのダイセットにおける圧着ダイ１２，１４；１３，１
５間の間隔は、個々のダイセットにおける少なくとも一つの圧着ダイ１４，１５が独立に
調整可能に配置されることによって、互いに独立に調整可能に配置されている。独立に調
整可能な圧着ダイ１４，１５は、工具ヘッド４に配置された独立調整機構２０，２２によ
って調整可能に配置されている。独立調整機構２０，２２は、工具ヘッド４において、軸
方向に固定されているが回転可能である調整ねじ２４，２６を備え、調整可能な圧着ダイ
１４，１５の位置を調整する。
【００３７】
　調整ねじ２４，２６のそれぞれは、調整可能な圧着ダイ１４，１５に対してスライド可
能な調整要素７６，７８の位置を調整することによって、本実施形態における調整可能な
圧着ダイ１４，１５の位置を調整するために配置される。
【００３８】
　調整可能な圧着ダイ１４，１５のそれぞれは、圧着工具２の軸方向Ａで工具ヘッド４に
スライド可能にガイドされている。調整要素７６，７８は、すなわち、本実施形態におい
て、調整ねじ２４，２６の軸方向Ｄ，Ｅで、工具ヘッド４にスライド可能にガイドされて
いる。
【００３９】
　以下において、孔８０とガイド孔８４，８６とダイ面８２は、図面の中で調整要素７６
と圧着ダイ１４のためにのみ示されている。本発明によると、調整要素７８と圧着ダイ１
５は同じように配置され、好ましくは垂直方向で反対に位置しており、調整は図４におい
て軸Ｆ及び軸Ｇ方向で行われる。
【００４０】
　調整ねじ２４，２６のそれぞれは、調整ねじ２４，２６の軸方向Ｄ，Ｅに示される工具
ヘッド４に固定され、調整要素７６，７８内で個々のねじ孔８０，８１に配置されている
。調整要素７６，７８は、調整可能な圧着ダイ１４，１５及び調整要素７６，７８内に配
置された機械的にインターロックするガイド孔８４，８６によって、ダイセット１６；１
７における他の圧着ダイ１２，１３から離れて対向する調整可能な圧着ダイ１４，１５の
ダイ面８２，８３に連結されており、ガイド孔８４，８６は、機械的にインターロックす
るガイド孔８４，８６の方向Ｆ，Ｇに沿って、調整要素７６，７８と調整可能な圧着ダイ
１４，１５との間の相対移動を許容するが、他の方向では、調整要素７６，７８と調整可
能な圧着ダイ１４，１５との間の相対移動を本質的にはブロックする。調整ねじ２４，２
６は、Ｄ及びＥ方向に延び、ガイド孔８４，８６の延びる方向に対して角度α及びβをな
す。これによって、調整ねじ２４，２６の回転移動Ｈ，Ｉは、調整要素７６，７８の平行
移動Ｌ，Ｍを介して調整可能な圧着ダイ１４，１５の平行移動Ｊ，Ｋに変換される。
【００４１】
　任意的に、調整ねじ２４，２６は、軸方向に固定され、かつ、調整可能な圧着ダイ１４
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，１５に対して回転可能である調整ねじ２４，２６の軸方向Ｄ，Ｅに示されように、調整
要素７６，７８を配置した調整可能な圧着ダイ１４，１５に対して移動可能である。調整
ねじ２４，２６のそれぞれは、工具ヘッド４の配置されたねじ孔に配設されている。また
、調整ねじ２４，２６のそれぞれは、調整可能な圧着ダイ１４，１５に対して調整要素７
６，７８の位置を調整することによって、調整可能な圧着ダイ１４，１５の位置を調整す
るために配置されている。調整要素７６，７８は、調整要素７６，７８及び圧着ダイ１４
，１５に配置された機械的にインターロックするガイド孔８４，８６；８５，８７によっ
て、ダイセット１６；１７における他の圧着ダイ１２，１３から離れて対向するダイ面１
４，１５において圧着ダイ１４，１５に連結されている。
【００４２】
　図４は、本発明の第１の実施形態に関する圧着ダイ調整機構の一つの概略的な側面図で
ある。
【００４３】
　本実施形態によれば、少なくとも二つのダイセット１６；１７における圧着ダイ１２，
１４；１３，１５の間の間隔Ｂ，Ｃは、互いに独立に調整可能に決定される。これは、個
々のダイセット１６；１７における少なくとも一つの圧着ダイ１４，１５が、ヘッド４に
配置された独立調整機構２０，２２により、独立に調整可能に配置されることによって行
われる。調整機構２０，２２は、軸方向に固定され、回転可能である調整ねじ２４，２６
であって、調整可能な圧着ダイ１４，１５の位置を調整するために配設された調整ねじ２
４，２６を備える。
【００４４】
　調整ねじ２４，２６のそれぞれは、調整ねじ２４，２６の軸方向Ｄ，Ｅにみて、工具ヘ
ッド４に固定され、調整要素７６，７８内でねじ孔８０，８１に配設されている。調整要
素７６，７８は、調整要素７６，７８及び圧着ダイ１４，１５に配置された機械的にイン
ターロックするガイド孔８４，８６；８５，８７によって、ダイセット１６；１７におけ
る他の圧着ダイ１２，１３から離れて対向する圧着ダイ１４，１５のダイ面８２，８３に
連結されている。個々の調整ねじ２４，２６は、ガイド孔８４，８６；８５，８７の延長
方向Ｆ，Ｇに対して角度α，βで延びており、調整ねじ２４，２６の回転移動Ｈ，Ｉは、
調整要素７６，７８の平行移動Ｌ，Ｍを介して調整可能な圧着ダイ１４，１５の平行移動
に変換される。
【００４５】
　図５は、本発明の第１の実施形態に関する手動圧着工具の圧着ダイであって、非圧着位
置と圧着位置との間の位置を示す圧着ダイの概略的な断面を示す図である。
【００４６】
　本実施形態によれば、少なくとも二つのダイセット１６；１７における圧着ダイ１２，
１４；１３，１５の間の間隔Ｂ，Ｃは、互いに独立に調整可能に決定される。これは、上
述したように、個々のダイセット１６；１７における少なくとも一つの圧着ダイ１４，１
５が、ヘッド４に配置された独立調整機構により、独立に調整可能に配置されることによ
って行われる。したがって、圧着工具は、少なくとも二つの寸法Ｎ，Ｐをワークピースに
適用できる。少なくとも二つの断面寸法Ｎ，Ｐは異なる組み合わせとすることができる。
【００４７】
　図５において示されるように、圧着されるワークピース１８は、異なる寸法（断面にお
ける）を有する二つの位置９０，９２で導体９４に対して圧着されるオープンバレルコネ
クタ８８であり、一つの位置９０でコネクタ８８は導体９４のみを囲み、他の位置９２で
導体９４とこの導体９４を周囲にある絶縁体９６の両方を囲む。
【００４８】
　ハンドル８，１０と工具ヘッド４とを接続する機構５８は、上記の実施形態において、
トグル機構として示されているが、少なくとも一つの回転可能なハンドルの移動と工具ヘ
ッドの移動とを接続する同様の他の機構であってもよく、例えば、カム機構又は歯車機構
であってもよい。
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【００４９】
　他の実施形態において、本体６に固定された一方のハンドル１０を配設し、本体６に対
して回転可能な他のハンドル８を配設することも可能である。このような実施形態におい
て、工具ハンドル８，１０の相対移動は、ダイセット１６；１７を形成する圧着ダイ１２
，１４；１３，１５の相対移動に連動する。少なくとも一つのワークピース１８は、例え
ば、本体に回転可能に配設されたハンドル８の移動が圧着ダイ１４，１５の相対移動に連
動することによって、圧着されるように配置される。図１に示された実施形態を参照する
と、これは、トグル４２を取り除き、ハンドル１０を本体６に固定することによって行わ
れる。
【００５０】
　他の実施形態において、移動可能な本体を配設し、一つ又は二つの本体６に対して回転
可能なハンドルを配設することも可能である。
【００５１】
　したがって、少なくとも一つのハンドル８，１０は本体６に対して移動可能に配設され
ている。更に、少なくとも一つの移動可能に配設されたハンドル８，１０は、例えば、本
体６又はヘッド４に対して回転可能に配置されることが好ましい。
【００５２】
　本発明は、圧着工具において、閉鎖したヘッドを有することが示されているが、他の実
施形態において、開放ヘッドを有する圧着工具とすることも可能であり、この場合、ヘッ
ドは開放ヘッド位置と閉鎖ヘッド位置との間で調整されることができる。上述した圧着工
具は、開放ヘッド又は閉鎖ヘッドを有して配設されることができる。開放ヘッドを有する
工具において、ヘッドは、最大の圧着力に耐えるために、閉鎖ヘッドを有する工具よりも
強度が強い必要がある。これは、開放ヘッドの設計が閉鎖ヘッドの設計よりも低剛性なた
めであり、圧着中に容易に曲がりやすいためである。
【００５３】
　閉鎖したヘッドを有する圧着工具は、同じ圧着力を有するように設計された同じ材料で
作られた開放ヘッドを有する圧着工具よりも軽く、これは使用者に対する負担を減らす。
【００５４】
　他方、開放ヘッドを有する圧着工具は、二つの長いワイヤの端部を一緒に圧着でき、そ
の後、閉鎖したヘッドを有する工具において、圧着工具のヘッドを通して圧着したワイヤ
を引っ張ることなしに、圧着したワイヤを取り除くことができる。更に、二つの圧着した
ワイヤの「非圧着」の端部がフリーでないならば、例えば、これらの端部が電気分配箱に
固定されているとき、圧着後に圧着ワイヤを閉鎖したヘッドを有する工具から取り除くこ
とは不可能である。
【００５５】
　上述した本実施形態の特徴は、上記実施形態で説明された方法と組み合わせることも可
能である。
【符号の説明】
【００５６】
　８，１０　　工具ハンドル
　１２，１３　　近位の圧着ダイ
　１４，１５　　遠位の圧着ダイ
　１６，１７　　ダイセット
　２０，２２　　独立調整機構
　２４，２６　　調整ねじ
　２５　　ヘッド案内部
　３６，３８　　回転ポイント
　６０，６２　　伸縮ばね
　４６，５０　　遠位の回転ポイント
　８０　　孔
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　８４，８６　　ガイド孔
　８２　　ダイ面

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】
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